
太字：新ガイドラインの指標
細字：現行ガイドラインから削除
網掛：新ガイドラインで追加した項目

活用特性
グループ

追加 削除 備考

環境マネジメントシステム EMS構築状況 A ×
EMS構築事業所の数・割合 A
ISO14001認証取得件数 A
環境活動評価プログラム参加登録件数 C ×

方針・目標 有無・内容 A ×
組織体制 整備状況 A ×

従業員教育 教育を受けた人数・割合 A
緊急時対応 緊急時対応体制の整備状況 A ×
監視・測定 実施状況 A ×
EMSの監査 実施状況 A ×

監査の回数と頻度 ○
監査対象範囲の割合 ○

環境保全技術、環境適合設計
（DfE)等の研究開発

環境保全のための技術、環境に配慮した製品、サービ
ス等の研究開発の実施状況

B ×

製品・サービス等の特性に応じた環境負荷（又は環境
保全への貢献）の指標

×
「オペレーションパフォーマンス指標」より移行

省エネ法判断基準適合製品の比率 「オペレーションパフォーマンス指標」より移行
解体、リサイクル、又は再使用に配慮した設計がされた製
品数

○

主要製品のライフサイクル全体からの環境負荷の分析評価
（LCA)の結果 「オペレーションパフォーマンス指標」より移行
環境意義をもつプロジェクトに充当した研究開発資金 ○

環境会計 環境保全コストの把握状況 A ×
環境保全対策に係る効果の把握状況 A ×
環境会計情報の開示状況 A ×
製品又はプロセスの環境側面に関係するコスト（操業コス
ト及び資本コスト）（＝費用の額合計及び投資の額合計）

○

資源使用の削減、汚染防止、又は廃棄物リサイクルを通じ
て達成された節約額

○

グリーン購入 購入する製品・サービス等の特性に応じたグリーン購
入の指標

A ×
「オペレーションパフォーマンス指標」より移行

エコマーク等の環境ラベル認定製品等の環境配慮型製品・
サービス等の購入量又は比率

A
「オペレーションパフォーマンス指標」より移行

低公害車、低燃費車の導入台数又は比率 A 「オペレーションパフォーマンス指標」より移行
コミュニケーション 環境報告書、環境ラベル等による開示状況 A ×

利害関係者との環境コミュニケーションの実施状況 A ×
請負でのサービス提供業者で、環境マネジメントシステム
を導入又は認証を受けている数・割合

○

環境報告書をもつ事業所の数・割合 ○
規制遵守 違反件数（勧告を受けた件数）・事故件数（不当表示等を

含む）、罰金額
A

「オペレーションパフォーマンス指標」の「事故件数及び内容」と統合
統合指標 ○
安全衛生・健康 労働災害発生頻度（休業度数率）、労働災害件数（事故件

数）
○ 　　休業度数率　＝100万延べ実労働時間当たりの休業災害件数

度数率 ○ 　　度数率　＝100万延べ実労働時間当たりの休業災害件数
事業活動損失日数 ○
強度率 ○ 　　強度率　＝1000延べ実労働時間当たりの労働損失日数
健康／安全に係る支出額、一人当たり支出額 ○

社会貢献 環境保全に関する社会貢献活動の実施状況 A ×
環境保全を進めるNPO、業界団体等への支援額、物資援助
額

A

従業員の有給ボランティア活動の延べ参加人数 ○
環境保全活動に関する表彰 ○
自社の財団の基金額 ○

パートナーシップ ステークホルダー・ミーティングの開催回数・参加人数 ○
地域社会に提供された環境教育のプログラムの実施回数・
参加人数

○

地域社会と協力して実施した環境・社会的活動の回数・参
加人数

○

経営関連指標(案）
活用特性
グループ

追加 削除 備考

売上高
製品・サービスの生産高 → 「生産量」はオペレーションパフォーマンス指標に移行
製品・サービスの機能 削除
延べ床面積
従業員数

改訂による指標数の増減

計７９のコア指標を、９つのコア指標と事業者に選択の自由がある６９の指標に再編

指標項目

指標項目

マネジメントパフォーマンス指標（案）

現行ガイド
ライン

区分の
見直し

指標の統
合による減

新規 削除 計

オペレーションパフォーマンス指標 61 ▲6 ▲10 +8 ▲8 45
うちコア指標 60 － － 9

マネジメントパフォーマンス指標 19 +6 － +20 ▲16 29
うちコア指標 19 － － －

計 80 0 ▲10 +28 ▲24 74

経営関連指標 5 ▲1 4
78

資料　４


